
　線型代数続論問題解説 #5　 河野

演習問題 1.19 E(λ) が V の部分空間になる事を示せ。

T (0) = 0 = λ0なので 0 ∈ E(λ) となる。(0は固有ベクトルでない事に注意。E(λ)は λ に属す

る固有ベクトルと零ベクトルで構成されている。)
x, y を E(λ) の任意の元とすると，T (x) = λx, T (y) = λy が成立している。T (x+y) = T (x)+

T (y) = λx + λy = λ(x + y) となるので，x + y ∈ E(λ) が分かる。
xを E(λ) の任意の元，α をK の任意の元とする。T (αx) = αT (x) = α(λx) = (αλ)x =

(λα)x = λ(αx)となるので，αx ∈ E(λ) となる。


